
第 4回 麻しん対策推進会議議事次第

日 時 :平成 21年 9月 9日 (水)10:00～ 12:00
場 所 :厚生労働省専用第 21会議室 (中央合同庁舎 5号館 17階 )

I 開 会

H 議 題

1 平成 20年及び平成 21年の麻しんの発生状況について

2 予防接種率調査等について
(1) 平成 20年度麻しん風 しん第 1期・第 2期・第 3期・第 4期予防接種率等
全国調査結果

(2) 平成 20年度 都道府県における麻疹対策の取り組み状況
(3) 地方衛生研究所での検査体制について

3 自治体および医師会における取り組みについて
(1) 2008年 度を総括 した都道府県の活動評価
(2) 自治体の取り組み (山形県、倉敷市 )
(3) 医師会の取り組み (松戸市医師会、富田林市医師会 )

4 学校における取 り組みについて
(1) 厚生労働省からの報告事項
(2)文 部科学省からの報告事項
(3)麻 しん施設別発生状況 (学校欠席者数 )

5 成人感染が問題となりつつある小児感染症への対応に関する研究

6 その他事項

7 自由討議

Ⅲ 閉 会



【 資 料 一 覧 】

1 麻 しん対策推進会議名簿

2 麻 しんの発生状況

3 都道府県別麻しん風 しんヮクチン接種率 2008年度集計結果 接種対象群別結果一覧

4 2008年 度 都道府県における麻疹対策取り組み状況評価 第 2回チェックリス ト
集計結果

5 地方衛生研究所における検査体制

6 2008年 度における各自治体の麻しん対策取 り組み事例

7 平成 20年度MR4期 接種率向上に向けた山形県の取り組み

8 倉敷市および岡山県におけるMRワ クチン接種率向上への取 り組み

9 MRワ クチン接種率向上への取り組み (松戸市医師会 )

10 大阪府富田林市における麻しんワクチン接種率向上への取り組み

11 麻 しん風 しんの第 3期・第 4期予防接種の促進について (都道府県衛生主管部局長宛、
文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長宛)

12-1麻 しん風 しんの第 3期・第 4期予防接種の促進について (依頼 )
12-2平成 21年度健康教育行担当者連絡協議会開催要項

13 麻しん施設別発生状況 (最終報 全施設別合計 :2009年 )

14-1成人感染が問題となりつつある小児感染症への対応に関する研究 (平成 21年度厚生
労働科学研究費補助金 新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業 )
14-2麻疹 口風疹 (MR)混合ワクチンの接種率効果・安全性・接種率に関する研究 (平成
18年～平成 20年度厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究事業)
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麻しん対策推進会議名簿
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寺  島  光―郎   北海道乙部町長
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ヽ1カ

麻疹/成人麻疹患者報告数,1999年 14週～2007年 52週
(感染症発生動向調査より)
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ひ  小児科定点から報告された麻疹患者年齢分布
1982年～2007年
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成人麻疹患者の年齢別報告数、2004‐2007年
(感染症発生動向調査)
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鮨

脳炎合併症の報告があつた麻しん症例 (n=9)
2008年第1-52週

1 第4週 北海道 北海道 女 10ft 臨床診断例 無 軽快

2 第4週 神奈川県 神奈サll県 男 20ft 検査診断例 無 軽快

3 第5週 陣奈′|1県 神奈川県 男 30R 臨床診断例 無 軽快

4 第9E 北海道 北海道 女 20R 検査診断例 無

5 第16週 千葉県 東京都 女 4哺 修飾麻しん (検査診断例) 不明

甲26週 神刺 1腺 神奈川1県 男 20R 検査診断例 1回 (1歳時、親の記憶| 高次脳機能障害

7 第29週 神奈り|1県 神奈川県 男 10ft 検査診断例 無

鷹31週 東京都 東京都 男 40R 修飾麻しん (検査診断例) 不明

窮44週 千葉県 千葉県 女 30R 修飾麻しん (検査診断例) 不明

史
′
; 週別麻しん累積報告数

2009年第1-35週 (n=594)
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週別麻しん報告数の比較
2008、 2009生再

第1～35週
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O 都道府県別人口百万対麻しん報告数
2008年第1-35週
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都道府県別人口百万対麻しん報告数
2009年第1-35週
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年齢別接種歴別麻しん累積報告数(n=594)
2009年第1-35週

口機種なし

●1口機種

2口機種

●不畷
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年齢別接種歴別麻しん累積報告数(n=1■007)
2008年第1-52週

彗機種なし■1回接種 2回機種 ■不明
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まとめ

日本の麻疹発生状況は、麻疹の定期予防接種が導入され
て以後は、減少傾向にあった。

以前は乳幼児を中心とした流行だつたが、2007年はlo代後
半から20代を中心とする年代で、大きな流行を認めた。

全数報告となった2008年には年間で、11′007例が報告され
たが、今年は35週現在594例と大幅に減少している。

年齢別報告数を昨年と比較すると、今年は10代を中心とした
年代の割合が激減した。

今年のような発生状況では、臨床症状のみから麻疹と診断
することはしばしば困難である。現在、全国の衛研で麻疹の
PCR検査を行える体制が整っているので、保健所、衛研の協
力の下、検査診断で全例を確実に診断することが望まれる。

③



表 ノー∴′ωθ名度 第 /〃

2009年 9月 4日 回収時点'

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
接種対象者数①は、2008年 10月 1日現在の1歳児の数
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン

2008年度
第1期

順位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人):④

麻しんヮクチン

接種率 (%)
:⑤ =(②・ ③)/① X
100

風しんワクチン
接種率 (%)
:⑥ =(②+④)/① x
100

三 軍 県 16,179 15.932 8 7 985 985
2 沖縄県 15.796 151452 7 979 979

3
岐皇県 171702 17,166 3 C 970 970
福井県 7.224 7.004 0 1 970 97.0

5 山口県 11,708 11,324 0 3 967 967

6
宮城県 19,551 18.880 4 7 96.6 96.6
佐賀県 7.635 7,371 3 1 966 96´ 6
8 新潟県 18,606 17,925 10 17 964 964
9 徳島県 6.032 51797 2 0 961 961
10 愛知県 71,847 68,785 48 958 958
東京都 103.150 98.701 63 123 957 958

12

岩手県 10.273 9,807 2 1 95.5 955
北海道 41,502 39,517 10 38 952 953
宮崎県 10,302 9.808 0 0 952 952
鳥取県 41998 4,756 2 952 952

16 愛媛県 11,858 11.277 5 2 951 951
17 千葉県 53.523 50,761 14 55 949 949
18 岡山県 17,102 16,194 17 20 948 948
19 京都府 21,562 20.402 21 18 947 947
20 青森県 10.148 9,563 2 3 943 943

21
大阪府 77096 72,470 64 66 941 941
静岡県 34,246 32,189 26 38 941 941

23 兵庫県 49,155 46189 4 940 940

24
群罵県 171517 16.421 2〔 3 939 938
石川県 10,383 9.747 1 4 939 939

26 長野県
18.335 17664 6 4 938 938

938山梨県 7,483 7,015 4 2 938
28 栃木県 17,401 16.308 3 5 937 937

29
神奈川県 80.606 75,416 69 156 936 938
島相県 5,917 5,538 0 936 936

31 鹿児島県 15,000 14.013 5 7 935 935

32
大分県 10112 9,444 2 5 934 934
高知県 5,780 5,398 934 934
富山県 8,799 8,214 3 934 934

35 埼玉県 62,630 58,367 29 62 932 933
36 和歌山県 7,782 7.239 1 930 930
37 香川県 8736 8,119 1 929 929
38 福島県 17,120 15,887 5 928 928

39
奈良県 11.553 10,682 4 3 925 925
福岡県 46,226 42,737 16 45 925 925

41 広島県 26.091 24085 7 13 923 924
42 長崎県 12,197 11,222 0 0 920 920
43 茨城県 25,243 23.155 0 7 917 918
44 山形県 9,420 8,589 2 912 912
45 熊本県 16,004 14.507 7 5 907 907
46 滋 智 県 14126 12,586 7 3 891 891
47 秋田県 7,540 6.648 12 882 883
全 国 1.099.696 1,036,271 511 796 94.3 94.3



Ю

2008盗喜層
=第1期麻しん風しんワクチン接種率

2008年4月 1日γ2009年 3月 31日接種状況

第1期 麻しんワクチン接種率 :94.3%
(秋田県88。 2%～三重県98。5%)

第1期 風しんワクチン接種率 :94。3%
(秋田県88。3%～二重県98。5%)

|195。 0%以上

■ 90。0%以上95。0%未満

E]85。 0%以上9ooo%未満
□ 80。0%以上85。0%未満

璽璽75.0%以上80。0%未満
|175。 0%未満

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター
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才 ′フ 劾″年度慮し″ 7クテン″ノ期接種対象者残存未接種者数と駐種率9眺達成時の束接種者数

順位 部道府県
2008年度 第1期
確存夫機種者数

`人

ヽ
薇種卒950/0選威時の

未機種者数(目標、人 )

1 l‖ 県 5,121 4,030

2 大阪府 4,562 3,855

3 東京都 4,386 5,158

4 埼玉県 4,234 3、 132
5 福岡県 3.473 2.311

6 知 県 3014 3592
7 兵庫県 2,962 2,458

8 千葉県 2,748 2.676

9 茨城県 2.088 1262
10 1岡県 2.031 1,712

広島県 1,999 1.305

12 北海道 1,975 2,075

滋賀県 1.533 706
14 鮨六 県 1,490 800
福島県 1,230 856

16 長野県 1,165 942
17 京都 府 1.139 1078
18 栃木県 1,090 870
19 諄属県 1.068 876
20 鹿児島県 982 750
21 長時 県 975 610

22
秋田県 891 377
田山県 891 855

24 奈良県 867 578
25 山形県 830 471

26 新潟県 671 930

27 宮城県 667 978
28 大分 県 666 506
29 石 1:l県 635 519
30 香川県 616 437
31 :山県 584 440
32 薔森 県 583 507
33 壁媛県 576 593
34 和歌 山県 542 389
35 瞳旦 県 533 885
36 自崎 県 494 515

37 岩手県
464 514

山梨県 464 374

39 山口県 384 585
40 高知 県 381 289
41 島根県 379 296
42 沖縄県 337 790
43 佐賀県 261 382
44 鳥取 県 241 250
45 二重県 239 809
46 徳島県 233 302

47 福井県 220 361

全国 62,914 54,985

1 12008年 度 第1期

残存未接種者数(人 )

一 接種率95%達成時の
未接種者数(目標、人)
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麦ル /.2θθ8年度 』塑塑席ιん湿ιんワクテンを暦率全国実計結実 2009年3月θ/″現在 最ヽ終評価

2009年 7月 31日 回収時点

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン

2008年度
第2期

順 位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

ⅥRワクチン
悽種者数(人):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン
接種率 (%)
:⑤ =(②+③)/①
×100

風しんワクチン
接種率 (%)
:⑥ =(②+④ )/①
×100

1 秋田県 836C 813〔 0 3 973 973
2 佐賀県 8034 773〔 1 1 963 963
3 福井 県 7688 7381 1 4 960 961
4 断潟県 20131 19237 7 16 956 956
5 富山県 980〔 9361 1 4 955 955
6 鳥n県 5301 504〔 2 3 953 953
7 山形県 1035⊆ 9862 0 0 952 952
8 岩手県 11,62〔 1105C 4 951 951
9 憂媛県 1256〔 11934 8 950 950
10 石川県 1074C 10184 2 948 948
青森県 12122 11441 0 4 944 944

12 =重 暉 17753 16734 2 943 943
13 岡山県 18449 17358 25 2C 942 942

14
島根県 6307 5923 1 2 939 939
茨城県 27468 25798 C 0 939 939

16 兵庫県 52323 4899C 24 25 937 937
17 諄罵県 19128 17871 14 3 935 935

18
廂島県 6769 631 1 2 932 932
番川県 9490 884〔 C 5 932 932

20 展野 県 20584 19162 1 931 931

21
京都府 22562 20924 17 12 928 928
指木 県 1679〔 15582 3 4 928 928

23 宮城県 2100⊆ 19,464 1 45 921 929
24 晨崎県 13392 12398 4 5 926 926

25
晏知 県 72737 67233 62 20 925 925
嵩島県 19054 17614 10 25 925 926
千葉県 56149 51902 14 52 925 925

28 Jヒ清薔首 45251 41743 20 29 923 923
29 滋賀県 14709 13563 5 9 922 923

30
」J梨 県 796C 7333 1 2 921 921
埼玉県 6564C 60444 9 66 921 922
10歌 山県 892C 821C 2 1 921 921

33
旧岡県 46107 42331 14 918 91.8
浄岡県 35701 32776 6 17 918 919

35
大分 県 10492 9590 8 18 915 916
宮崎県 10717 9802 1 4 915 915
山口県 12721 11630 4 1 915 914

38 嗜皇 県 20501 18711 3 4 913 913
39 栃木県 18758 17112 2 8 912 913
40 崇良県 12610 11494 0 2 911 912
41 広島県 26,288 23,797 3 906 905
42 神奈 川県 81563 73392 63 95 901 901
43 高知県 6377 5733 2 0 899 899

44
大阪府 81316 72163 52 44 888 888
鹿児島県 15795 14019 4 888 888

46 東京都 100734 8886C 883 883
47 沖縄県 16589 14611 3 15 881 882
全 国 115547C 1060813 465 741 918 919

4ヽ



2008盗喜層蓋

第2期麻しん風しんワクチン接種率
2008年 4月 1日～2009年 3月 31日接種状況

第2期 麻し生ワクチン接種率 :91。8%
(沖縄県88。 1%～秋田県97.3%)

第2期 風しんワクチン接種率 :91。9%
(沖縄県88。 2%～秋田県97。3%)

t月

|195.0%以 上

睫辟9o.o%以上95.0%未満
E]85.0%以上9o.o%未満
□ 80.0%以上85.0%未満

E]75.0%以上80.0%未満
|175.0%未満

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター



順位 都道府県
2008年度 第2期
確葬夫捨種者釧 人ヽ

機種旱95%達成時の
未機種者数(目標、人)

1 菫東 報 1181C 5037
2 大阪府 9101 4066
3 神奈 I!1県 810e 4078
4 知 県 5442 3637
5 1玉県 519C 3282
6 千葉県 423( 2807
7 隔田県 376` 2305
8 348 〔 2263
9 261

10 購岡県 291( 1785
広島県 248C 1314

12 沖錮県 197〔 829
13 岐皇県 1787 1025
14 177 7

15 茨城県 167C 1373
16 栃 末 瞑 164` 938
17 東都 府 1621 128
18 宮城県 1544 1050
19 福島県 143C 953
20 長野県 1421 1029
21 群属県 1241 956
22 鮨 六 撃 120, 84

23 滋賀県 1141 735
24 秦自県 11lC 631

25 山口興 1087 636
26 翻山県 106C 922
27
=重
県 1017 888

28 諄崎 県 99C 670
29 宮崎県 914 536
30 大 分 県 892 525
31 F】昌唄ユ 88 1∞7
32 446
33 606
34 香川県 64フ 475
35 高知県 64, 319
36 山梨県 62C 398
37 愛媛県 62C 628
38 岩手県 571 581

39 石川県 56C 537

40 山形県 497 518
41 i島 県 4 338
42 菫山県 44 〔 490
43 鳳 相 県 31

44 福井県 30( 384
45 佐雷県 30C 402
46 鳥取県 251 265
47 日 県 22 418

:ロコ 94201 o′′′4

揃 イ カ
"=蔑
鑽ιんヮクテン

…

者残存未機種者数と睦種率95%達成時の乗接種者壼

①

1 12008年度 第2期

残存未接種者数(人 )

一 接種率95%達成時の
未接種者数(目標、人)
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轟 酔 /.2008年度 独 、席ιん幻ιんワクテン睦種率全国集計結果 2009年3月θ/″現在 最ヽ終評価

2009年 7月 31日 回収時点

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン

2008年度
第3期

順 位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人):①

MRワ クチン
接種者数(人 ):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン

接種率 (%)
:⑤〓(②引Э)/①×
100

風しんワクチン
接種率 (%)
:⑥ =(②+④)/①×
100

1 福井県 828Z 7902 9 C 955 955
2 富山県 10167 9687 0 う

∠ 953 955
3 茨城県 2872〔 27314 0 0 951 951
4 秋 田県 10105 9583 3 10 949 949
5 新潟県 2268C 21362 10 19 942 942
6 山形県 11451 10729 2 4 937 937
7 長野県 21558 20179 10 41 936 938
8 栃木県 19237 17829 4 927 927
9 石り‖県 11207 10366 3 925 925
10 佐賀県 918〔 846C 5 923 922
鳥取県 565Z 5197 3 920 920

12
島粗県 691〔 633G 917 917
籠本県 1797C 1647C 4 15 917 918

14 青森県 1413〔 12873 8 14 911 912
15
番川 県 923C 8374 7 19 908 909
諄馬県 19948 18070 37 26 908 907

17
和歌 山県 9977 9041 7 906 907
豊媛県 13691 12383 41 906 907

19 千葉県 55374 49838 101 901 902
20 腋島県 7428 6681 3 900 901
21 長崎県 14759 1325⊆ 1 899 899
22 界岡県 35896 32061 20 2〔 894 894
23
岩手県 13231 2 893 893
岡山県 18598 1656C 47 41 893 893

25
宮城県 22,012 19567 4 889 890
山 口県 13447 1193C 13 889 889

27 宮崎県 1183〔 10461 5 14 884 885
28 岐阜県 2119ε 1871 10 И

■ 883 885
29 京都府 2284C 19892 46 5C 873 873
30 福島県 21079 1832C 3 2ε 869 870
時玉県 67234 57811 44 104 861 861

32 二重県 18338 15770 1 C 860 861
33 山型 県 906〔 777〔 7 858 858
34 大分県 11247 9601 34 857 855
35 滋賀県 1419C 1210 18 27 854 854
36 兵座 県 5363C 4554C 57 61 850 850
37 奈良県 13626 1150C 6 14 845 846
38 沖縄県 17038 1435C 1 5 843 843
39 愛知県 71385 6010C 24 65 842 843
40 鹿児島県 1700C 14127 7 831 831
41 高知県 712C 586C 2 823 823
42 北海道 4914C 40274 29 ，

′ 820 821
43 広島県 27305 22,081 42 14 810 809
44 神奈川県 80830 6281 103 132 778 779
45 大阪府 81833 62951 237 17〔 772 771
46 東京都 9775C 7402C 51 191 758 759
47 福岡県 48017 3633C 23 43 757 758
全 国 1192612 101432〔 1018 1541 851 852

マ



2008盗再層蓋

第3期麻しん風しんワクチン接種率
2008年 4月 1日～2009年 3月 31日接種状況

第3期 麻しんワクチン接種率 :85。 1%
(福岡県75。 7%～福井県95。5%)

第3期 風しんワクチン接種率 :85。 2%
(福岡県75.8%～福井県95.5%)

∞

■日95.0%以上

吻圏90.0%以上95.0%未満

E]85.0%以上9o.o%未満
□ 80.0%以上85.0%未満

E]75.0%以上80.0%未満
■口75.0%未満

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター



順位 都道府県
2008年度 第3期
確存夫梓種者数

`人

ヽ
機種甲95%達成時の
未接種者数で目標 人ヽゝ

1 東京都 2368〔 4888
2 1864〔 4092
3 神奈川県 1791〔 4042
4 燎田県 1165〔 2401

5 憂知県 11261 3569
6 時玉県 937C 3362
7 Jヒヨ

=J彗
8837 2457

8 兵庫県 8024 2682
9 千葉県 5501 2769
10 広島県 5182 1365
椰団県 381〔 1795

12 京都府 290〔 1142
13 庄県島県 287C 850
14 隠島県 275C 1054
15 沖縄県 2682 852
16 三 重 瞑 2564 917
17 峙 旦 県 247C 1(】〕D

18 営城県 2441 1101

19 奎良県 2111 681

20 滋賀県 2075 710

21 闘山県 1991 930

22 群馬県 1841 997
23 大分
山口

161 562

24 149〔 672
25 鮨六 県 149C 899
26 侵崎県 14硬 738
27 岩手県 141〔 662
28 茨城 県 1411 1436
29 栃木県 14脳 962
30 1雪 1 1371 592
31 136E 1078
32 断 温 彙 1317 1134

33 愛媛県 1291 685

4 1280 453
125e 356

音森県 1254 707
37 m歌山県 93〔 499
38 詢 :!県 84( 462

39 石川暉 83〔 560
40 徳島県 74Z 371

41 山影 蝙 72〔 573
42 佐智蝙 711 459
43 島根 リ 571 346
44 秋 田 51C 505
45
=山

508
46 鳥取 蠣 454 283

47 隔鼻県 37e 414

全 国 177271 59631

嵐 酔 θ 躙 3年青菫 t´んワクデン窮3織接種対費者残存夫陰種者数と結層
=θ
夕嘴 成″の乗着層岩静

Ю

1 12008年度 第3期

残存未接種者数(人 }

+接 種率95%達成時の
未接種者数(目標、メ人 )

東大神福愛崎北兵千広静京鹿福沖三岐宮奈滋岡群大山熊長岩茨栃宮長新愛山高青和番石徳山佐島秋富鳥福
京阪奈岡知玉海庫葉島岡都児島縄重阜城良賀山馬分日本崎手城木崎野潟媛梨知森歌川川島形賀根田山取井
都府川県県県道県県県県府島県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県山県県県県県県県県県県
県         県 県



表Ⅳ―/.2008ζ駿ぎ 競

2009年 7月 31日 回収時点
順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン

2008年度
第4期

順 位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人):④

麻しんワクチン
接種率 (%)
:⑤ =(②引Э)/① ×
100

風しんワクチン
接種率 (%)
:⑥ =(②+④)/① ×
100

山形県 12611 1157C 14 91 9 919
2 福井県 868〔 7904 7 911 91
3 佐智県 9981 8962 21 17 900 900
4 岩手県 14.464 12,97ε 8 13 898 898
5 新潟県 24600 2202C 50 28 897 896
6 島相 県 7727 685C 10 888 888
7 富山県 10266 9098 10 20 887 888
8 石川 県 11587 10015 18 24 866 866
9 長野 県 21944 18902 81 77 865 865
10 鳥取県 6606 5700 7 1 864 865
秋 田県 10700 9223 28 863 865

12 青森 県 14798 12542 18 25 849 849
13 長崎県 1625C 13714 4C 20 846 845
14 熊本県 19364 16261 38 24 842 841

15
山 口県 13931 11587 29 42 834 835
鹿児島県 18837 15697 4 8 834 834

17 諄鳥県 19848 16377 67 30 828 827
18 和歌 山県 10813 8920 10 827 826
19 岐阜県

21610 17803 13 29 8214 825
テ木県 20184 16603 21 27 824 824

21 愛媛県 1484C 12139 81 68 823 823
22
静田県 37562 30773 77 48 821 821
=重 県 1898〔 15571 21 821 821

24 宮崎県 1240〔 10067 30 21 814 813
25 憂知 県 69351 56224 75 100 812 812
26 福島県 2278Z 18446 25 46 811 812
27 香川県 982C 7886 14 28 804 805
28
技城県 3049C 24467 C 802 802
宮城県 23,54C 18866 31 802 803

30 北海道 53754 42787 14〔 121 799 798

31
滋智県 1483〔 11753 8〔 51 798 796
岡山県 1930( 15248 157 104 798 795

33 大分 県 11891 9354 109 59 796 792
34 京都府 23362 18473 99 71 795 794
35 値島県 7887 6252 794 795
36 秦自県 14857 1173Z 3C 3C 792 792
37 山梨県 935C 737( 42 789 792
38 兵FE県 5481C 4296( 22C 788 786
39 高知県 734 5744 784 784
40 千葉県 5561C 43183 166 778 779
41 沖縄 県 17203 13214 6 768 768
42 埼玉県 67247 49799 142 254 743 744
43 広島県 28,557 21032 121 49 741 738
44 福岡県 4956C 36019 105 77 729 728
45 大阪府 79721 53776 526 240 681 678
46 神奈 川県 7803〔 49329 295 285 636 636
47 東京都 96140 58166 214 355 607 609
全 国 122408И 943368 3225 2889 773 773
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2008年度
第4期麻しん風しんワクチン接種率
2008年4月 1日～2009年 3月 31日接種状況

第4期 麻しんワクチン接種率 :77。3%
(東京都60。 7%～山形県91.9%}

第4期 風しんワクチン接種率 :77。3%
(東京都60。 9%～山形県91。9%)

■ 95。0%以上

|190.0%以上95。0%未満

圧]85.0%以上9ooo%未満

□ 80。0%以上85.0%未満

踵075。0%'上 80。0%未満

|175。0%未満

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター



嘉 眸 θ 躙 8年驚銀■́んヮクテン筆轟 持種対費者残存夫騰種者趣と康 窯9誂毒成時の共烙種者敬

順位 都道府県
2008年度 第4期
稽葎夫枠種者綺イ人ヽ

接種和 5%達成時の
未機種者数(目標、人ヽ

1 菫 東 都 377∝ 4807
2 神 奈 ::l県 28411 3902
3 大阪府 2541 3986
4 臨玉県 1730C 3362
5 福岡県 1343C 2478
6 菱知県 13052 3468
7 千葉県 1232C 2781

8 1162C 2741

9 1081C 2688
10 7404 1428
争岡県 6712 1878

12 に城県 602 1525
:都府 47 1168

14 営城 県 4664 1177
15 福 島 県 4313 1139
16 沖錮県 3985 860
17 田山リ 3901 965
18 岐皇県 3794 1081

19 栃 3560 1∞9
20 340 992
21 =重 lH 製 949
22 鹿児島県 313C 942
23 309〔 743

24 膿 ; 銀 968
25 滋賀県 2994 742
26 長 野 県 2961 1097
27 愛媛県 262C 742
28 新 温 県 狙 1230

29 腱崎県 249C 813
30 大分県 2428 595
31 ロ 2315 697
32 2308 620
33 音森県 22∝ 740
34 山製県 197` 468
35 香 JII県 19褒 491

36 和歌山県 187C 541

37 篠島県 1曖〔 394
38 高知暉 15旧に 367

39 石川舅 155M 579
40 岩 手 嶋 147ε 723
41 秋田明 1嘔 535
42 富山舅 116運 513
43 山形 1 631

44 佐 賀 499
45 鳥取鰐 330
46 島相 県 867 386
47 福井暉 ″ 2 434
彗国 277491 61204

12008年度 第4期

残存未接種者数(人 )

+接 種率95%達成時の
未接種者数(目標、人)
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2008年度 都道府県における

第2回 チェックリスト集計結果

厚生労働省健康局結核感染症課、

国立感染症研究所感染症情報センター

Ol

1.昨年度、都道府県レベルの「麻しん対策の会
議」、あるいは同会議に準ずる組織の会議を
開催しましたか。

平均開催回数 :1.70回

(0‐ 4Eヨ )

@

開催回数{都道府県数)

■:4回 (2;岐阜県、佐賀県)
□:3回 (2;京都府、愛媛県)
□:2回 {20)
□:1回 (21)
□:0回 (2;石川県、奈良県)



2.貴都道府県内のすべての市区町村で、
予防接種台帳が電子化されていますか。

電子化されていない

市町村特別区数 :

298/1807(16.5%)

0 □ :いいえ (41都道府県)

2。 貴都道府県内のすべての市区町村で、
予防接種台帳が電子化されていますか。

・ 3割以上の市町村特別区が電子化されていない都道府
県 :宮城県 :36.1%、 北海道 :31,7%
0電子化されていない市町村特別区
―第1期から第4期の平均対象者数46.3人 {2.3人新潟県粟島浦
村～21316.3人大阪市)
一政令指定都市綽/18,50%):大阪市、名古屋市、札幌市、川崎
市、京都市、広島市、仙台市、北九州市、千葉市
―中核市(6/41,14.6%):鹿児島市、大分市、尼崎市、長崎市、
横須賀市、長野市
―特別区(8/23,34.8%):世田谷区、大田区、板橋区、杉並区、

(2)品

りII区、新宿区、日黒区、文京区



2. 貴都道府県内のすべての市区町村の中で、第1期か
ら第4期までの定期接種対象者の接種費用は、全額
公費からの支出(被接種者の費用負担はなし)とされて
いますか。

■:はい (40都府県)
□:いいえ (7道県)

2.貴都道府県内のすべての市区町村の中で、第1期から第4期までの定期接種
対象者の接種費用は、全額公費からの支出(被接種者の費用負担はなし)と
されていますか。

都道府県1   自治体＃

　

１

　

　

２

４

　

　

５

　

６

　

７

北海道

岩手県

秋田県

山形県

栃木県

奈良県

熊本県

野木町

高取町

野迫川村

水俣市

砂川市
(第 3期・第4期のみ)

江差町
(第 4期のみ)

羽幌町   1

山田町

井川町   |
(4期の個別接種のみ)|

真室川町

矢板市   |

被接種者の負担額(円)      |
850円 (接種費の4割程度 ※市外での接種は全額自|

己負担)
町外で実施した場合、町負担は9′ 309円までなので、そ
れ以上の場合は自己負担            |
町内の委託医療機関以外での接種については全額自
己負担                   |
町外は一部町負担 (3′949円 )、 県外は全額個人負担

|

(負担額は不詳)               |
約6′500円 (集団接種を受けられなかつた場合)、 公費 |

負担は一律3,000円              |
8,900円 を超える場合、その差額 (町外で受けた場合)
11′500円 (1期 )、 10,500円 (2.3.4期 )を超える場合、そ |

の拳額                   |
11,000円を超える場合、その差額        |
10′086円 (4期 )、 11′0'0円 (1期 )来自己都合そ集団 |

接種を受けなかった場合            |
5′020円を超える場合、その差額         |
1,500円 (1～ 4期―律)※生活保護除く     |



3. 貴都道府県に所属する地方衛生研究所等において、
麻しんが疑われた患者が発生した場合、すぐにRT―
PCR法等の検査診断を実施する体制{検体の搬送から
検査実施まで)は構築されていますか。

■ :はい (34県 )
□ :いいえ (13都道府県)

4。 2008年 1月 1日から12月 31日までに、麻しん患者の
発生に伴う積極的疫学調査が、管轄保健所を中心
に実施された事例*がありましたか。

「あつた」都道府県:45r47(95,7%)

「あつた」保健所数:282′562(50.2%)

「あつた」事例十数:4819事例

調査があった45都道府県中、
5類であることで支障があったか?   `
「あつた」:18(40.0%)

「なかった」:27(60.0%)

■ :あった
□ :なかった

4



4.2008年 1月 1日から12月 31日までに、麻しん患者の

発生に伴う積極的疫学調査が、管轄保健所を中心
に実施された事例*がありましたか。

・「あつた」保健所における平均事例*数

… 平 均 17.1事例 (0熊本県御船保健所～ 680横須賀市保健所)

。「あつた」における「実施した」割合
―保健所 :281/282(99.6%)

―事例 *:2823/4819(58`6%)

一「あつた」保健所における「実施した」割合の分布
。平均値 :85.9%、 最頻値 :1∞.0%

・ 範囲:0.0%～ 200,0%

>データの質に疑間が残る
一「事例」「outbFeak」「症例」の定義の理解が不十分

O―

…
詠を数であ える概念ハ 曼透

『
11両 i[[l徴 ど 症ぱ 数が混在

5。 第3期と第4期で「集団の場」を用いた接種を
行つた市区町村の数(害1合 )

第4期 :170ノ1807(9.4%)

実施した市町村特別区の割合

■ 600%≦

□400%<,≦ 600%

□200%<,≦ 400%

□00%<,≦ 200%
□00%

32/44(727%)

rFニ
ー沖縄則
…
拗

○



地方衛生研究所における
検査体制

国立感染症研究所

ウイルス第3部第1室

駒瀬勝啓

H2199麻しん対策推進会議

麻しん排除の定義(WPRO)
。適切なサーベイランスのもとで、常在性のウイル
スによる麻しん症例が 12ヶ月間以上ないこと

要件

1.麻しん発生率  年間人口百万人あたり1人未満
2.流行の規模   10人未満の流行が80%以上
3.麻しんウイルス 常在性ウイルスによる流行がない
4.ワクチン接種率  2回接種ともに95%以上

(人口の95%以上が免疫を持つている)



適切なサTベイランス(WHO)

・ 全数報告制

O WHOに認定された組織による実験室診断
(Nalonal Control Laboratory(NCL):感 染研)

・ 麻しんlgM抗体測定 (ELISA法 )による診断

lndicator to Monitor progress towards
Meas:es e‖ mination(WPRO)

Measles incidence く1/1,000,000

High quanty surve‖ lance

国家全体のレポートで 麻しん疑い例の報告    ≧ 2/100,000
地区報告 :麻しん疑い例の報告 >1/100,000    ≧ 80%
疑い例届出後、48時間以内に適切な情報の報告   ≧ 80%
疑い例のうち適切に血液サンプルを採取したもの   ≧ 80%
7日 以内にラボ診断の結果がでたもの       ≧ 80%
outbreaks時にウイルス分離のための適切な
検体の採取                  ≧ 80%

High popula‖ on immunly
l回、2回 ロワクチン接種率
outbreak時の患者数 く10例
その土地固有のウイルス

％
』
ｖ‐ｒｕ

＞〓
＞二
順
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日本の麻しん診断の現状

0臨床診断が多い(～40%)

検査診断のほとんどが検査センターによる

(NCLによる精度管理を受けていない)

検査方法は抗体検査(℃M値測定)

lgM ELISA法 に よ る 診 断 の 問 題 点

識 毛霊鶴 機
「

では麻しん噌M抗体 が十分に上昇

パルボVB19,HHヽ

“

等の発疹性疾患の原因ウイルス感
染者の検体でも陽性 (半1定保留)となることがある

・ lgM測定用検体である血清はウイルスの遺伝子型を同
定するための検体としては不適当

・ 結果がでるまでに時間がかかることがある

3



Figure 3.Immune resPonseS in acute measles infectiOn(after[71)

Virus detectab:e in nasopharynx

Virus detectable in b:ood

7      14     21
Days after onset ofrash

lgM ELISA法 による診断の問題点

苦暑言♂諸肇塚曼昆rで
は麻しんoM抗体が十州こ上昇

製灘牌脳ξ鞘葬躯19馴複
レ棘

讐幣層″師蝕践隧」
ルスの遺伝子型を同

結果がでるまでに時間がかかることがある
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地方衛生研究所による麻しん検査体制

正確性、迅速性、ウイルスのトレース(ゲノム解析 )
OR丁‐PCR法又は遺伝子定量法 (realume PcR法 )によ
る診断

NCLによる精度管理
・ 共通の診断方法 (病原体検出マニュアル )

・ レファレンスRNAの配布
・ 麻しん口風しんレファレンスセンターの設置(全国10カ所 )

lgM ELISAの実施
・ 麻しん・風しんレファレンスセンターで実施

Laboratory Neh″ork

(5覇&)含 こ結果

(霊黛) 含
=結
果

地方衛生研究所 (77)

保健所{～600)

Nationa:Contro:Lab.:雇::染

マニュアル

技術指導,参照品
麻疹・風疹レファレンスセンター〔10)

Ⅲ液、」躍為 液ヽ、尉 會 こ
結果
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麻疹検査診断フローチャートⅡ(血液)

□

□

□

原則各地衛研で実施

各地衛研での実施が
原則、状況によっては
レファレンスセンター、
感染研で代行

原則、レファレンス
センターで実施

リンパ球

レファレンス

センターヘ送付
ウイルス分離
(可能な限り)可能な限り

早く、最大
でも7日 以内

塩基配列決定′
genotype解析

塩基配列決定′
genOtype解析

事 ,コ 嗜
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現状の問題点

・ 検査診断を必要としないとする現場の認識

・ 保健所を中心とした検体輸送体制

地方衛生研究所の許容量

感染研の許容量

・ ウイルス遺伝子情報の集約

⑦



自治体の取り組み例 麻疹対策推進会議よリー

自治体

接種率 (%) 接種方法

イ固男」
通知

広報

I期 Ⅱ期

イ固男J 集団

新聞、
FM包装
やチラ
シ等

その他
Ⅲ期 Ⅳ期

新潟市
96.5   95.6
91.2   87.4 ○ ○ ○ 就学時、乳幼児健診

茨城県
91.7   93.9

95.1   80.2 ○ ○ ○ ○
就学時、乳幼児健診
シンポジウム開催

福井県
97.0   96.0
95.5   91.1 ○ ○ ○ ○

就学時健診、DM
学校での教育

神奈川県
93.6   90.1

77.8   63.6 ○ ○ ○
・学校での罹患歴・接
種歴調査と啓蒙教育

横浜市

95.3   89.1

73.8   59.4 ○ ○ ○

学校での接種調査
スタジアムや電車
内の広告
1歳～ 18歳まで
公費等

大阪府
94.1   88.8

77.2   68.1 ○ ○ ○ ○
・個人リーフレット
・無料のアピール



平成 21年 9月 9日  第 4回麻しん対策推進会議

平成20年度MR4期接種率向上に向けた山形県の取り組み

山形県麻しん対策会議委員長 (村山保健所長) 山ロー郎

4期接種対象者  12,601名
(う ち県立高校在籍者 6,979名 、私立高校在籍者 3,300名 )

1 接種率の軌跡
全県接種率 全国)贋位 首位との差   35市 町村別接種率

6月 末   44.8%  4  -4.2%  13.4～ 89.1%
9月 末   65,7%  3  -7.3%  48.7～ 97・ 8%
12月 末   78.1%  3  -3.3%  69.6～ 97.8%
年度末   91.9%  1          87.8～ 98.4%

95%以上達成 :13自治体

2 山形県健康福祉部の対応
。第一回麻しん対策会議 (8月 8日 )、 第二回麻しん対策会議 (2月 18日 )

委員構成 :医師会 2、 自治体 2、 養護教諭 4、 教育庁 4、 児童家庭課 1、 術生研究所 1、 小生

協議ll千項 :全国の麻しん発生状況、県内各市町村の予防接種状況、学校の取組状況、市町村の取

組状況、その他

・ 6月 末、 9月 末、 12月 末接種率調査結果を速やかに教育庁及び市町村にフィー ドバック
(8月 6日 、 12月 3日 、 2月 16日 )

3 山形県教育庁の対応
・県立高校への情報提供は、スポーツ保健課より行い、「学校における麻しん対策ガイ ドライン」

に示された調査時点 (6月 末 。9月 末 。11月 末)の接fllri率について県立高校対象にアンケー ト

調査を行つて集計結果をフィー ドバック。 各校が主体的に勧奨を行える環境作りの支援に留め
て個別の助言等は実施せず。

。私立高校には県立高校と平行して教育やまがた振興課より情報提供。アンケー ト等は実施せず。

4 市町村の対応・経験 (一部市町村の格別な取 り組み )
。広報誌による複数回の接種勧奨 :全市町村

。未接種者の把握 :全市町村で接租後 2カ月以内

・未接種者への複数回の接種勧奨文書郵送 :大半の市町村 (2・ 3月 に電話で勧奨)
。高等学校との連携は僅か、一部市町村でちらし配布依頼や養護教諭への情報提供等

・広域化制度-32市 町村参加一の利用者は僅か、特別支援学校等では歓迎
・予想外の照会 :予診票をなくしてしまった (最終の接種勧奨文書に同封)



5 高等学校の対応。経験 :『養護教諭がキーパーソン』
・養護教諭は、会議や研修会等で定期的に顔を合す他、ML等でも日ごろ密に情報交換 している。
県立と私立の垣根はない。

・ 19年度の麻しん罹患・ワクチン接種歴調査にはブーイングもあつたが、その後の展開から意義
が理解されて、協議の上 20年度から当該項目を入学時保健調査に追加 した。 最早ワクチン事
業に後ろ向きな養護教諭はいない。

・ガイ ドラインに沿って定期的に接種状況を把握し、学年集会等の機会を利用して職員 。生徒全体

で情報共有し、保護者にも複数回情報提供した。

・校長～担任の理解協力は良好。三者面談で未接種家庭に勧奨した担任もいた (大学等への進学手

続きで麻しんについて確認があるとの認識が浸透 )。

。年明けから個別面談で勧奨。未接種理由の大半は「面倒臭い、注射嫌い」で、接種対象だと本人

が知らなかった訳ではない。 改めてワクチン接種の大切さや卒業後有料になることを説明する
と意外に素直に納得する。

・市町村の接種勧奨と学校の勧奨との相乗効果で、対象家庭に強くアピールしたに違いない。

6 その他の動 き
。保健所長会経由で地区医師会へ接種状況を逐次情幸R提供

→地区医師会から市町村に圧力

→地区医師会あるいは学校医から学校長に圧力

・保健所が成績が芳しくない市町村をプッシュ (1～ 3期中心)
。海外修学旅行 (県立 10校、私立 11校、 2年生対象)に際して、生徒が自費でワクチン接種し
た学校が多い模様。3年生になったこの生徒たちを今年度のMR接種対象に含めるかどうか、現
場では頭の痛い課題。

エ ピロー グ :結局 どうして トップになったのか、地元の下馬評は
。県民性ではないだろうか。

②



麻疹対策推進会議
平成21年 9月 9日

倉敷市および岡山県における
MRワクチン接種率向上への取り組み

川崎医科大学小児科
寺田喜平

倉敷市から麻疹および風疹を
なくすにはどうしたらよいか

平成13年 (2001年 )倉敷小児科医会で予防接種WG

l)接種率を約95%以上にするには?

2)接種率を一過性ではなく、高く維持
するには?

動機付けや接種を促すシステムが必要



動機付けや接種勧奨のシステム

平成11年度の岡山県内小学校の統計

寄生虫虫卵検査陽性者における治療率 ;95.5%

この理由は検査陽性者は治療証明書の提出

一→接種証明書を求める

倉敷市での取り組み

「入学後の調査、勧奨、接種証明書
倉敷小児科専門医会、倉敷連合医師会、教育委員

平成 14年 (2002年 )度から5年間

1)幼稚園、小学校、中学校の入学後に、麻疹
と風疹の既往歴と接種歴アンケートを実施

2)感受性者に対し接種証明書の提出を要求

3)接種証明書は無料化

(寺田ら,日本小児科学会雑誌 112:458,2008)
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2006年 4月まで

麻疹および風疹ワクチンの接種対象者
生後 12ヶ月 生後90ヶ月

麻疹

風疹 l       :   _   l

1歳  2歳  3歳  4歳  5歳  6歳  7歳  8歳  9歳

1)幼稚園と小学校入学時は定期接種で無料。
中学校入学時は定期接種ではないが、少し
でも勧奨をしよう

2)1歳のお誕生日にMRワクチンをキャンペーン

一̈ハ騨埼ビ・̈一

■

麻疹の「既接種者+既感染者」の率
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(寺田ら,日本小児科学会雑誌 112:458,2008)
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風疹の「既接種者+既感染者」の率
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(寺田ら,日本小児科学会雑誌 112:458,2008)

麻疹の不明率
12.0%
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(寺田ら,日本小児科学会雑誌 112:458,2008)

小学校3.3%減少

幼稚園1.0%減少
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平成18年 (2006年 )から

MRワクチン接種への変更

麻疹

風疹

新しい方法

MR
(麻疹・風疹混合)

l    l    1    1__   l

3歳  4歳
″
6歳  7歳  8歳  9歳

2期

(小学校入学前1年間)
◆
:    :    :    :

猜
　
期

歳

1歳  2歳  3歳  4歳  5歳  6歳  7歳  8歳  9歳

平成19年(2007年)より

1)幼稚園と中学校の接種証明書は中止

2)小学校の就学時健診時に接種歴を
厳重チェック(接種年月日を記載 )

3)就学時健診時と体験入学時に2回接種
をしていない保護者に接種証明書
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証明圭
日

1回 目;就学時健診時
すべての保護者に配布

2回 目;体験入学時
未接種の保護者にのみ
配布、入学までに接種を

特徴

1)無料

2)印は医療機関名だけ

岡山県市町村におけるMRワクチン2期
の接種率
(平成19年度)

全国出生数5000名

以上の市町村で、
第3位
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平成20年(2008年)から変更
1)岡山県小児科医会と県医師会が全県で
倉敷方式で実施するように提言、県と
教育委員会の協力のもとで実施

2)2期だけではなく、3期と4期の対象者にも
接種証明書を送付して回収

倉敷市から岡山県全体へ拡大

2期(昨年39位→本年13位 )

3期 (23位 )

4環月((31籠菫)

まとめ

1)2002年からの調査と接種証明書は接種動機付け
に効果的で、麻疹や風疹の接種者を増加、不明
を減少させた。

2)2007年から小学校就学時健診時と体験入学時の
2回、接種証明書の提出を求め、接種率向上に
効果を上げた。

3)2008年から2期、3期、4期について、全県的に接種
証明書が利用されるようになった。

⑦




